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私大図協・東・研・2005-43 

                              2005年  10月  1日 
私立大学図書館協会 
東地区部会 
加盟大学図書館長 殿 

                私立大学図書館協会東地区部会 
                           研 究 部 担 当 理 事 校 

                       国士舘大学附属図書館 
                              館 長 廣野 行甫 
                            研 究 部 研 修 委 員 会 

                              委員長 関  秀行 
[公印省略] 

 
２００５年度第２回研修会開催について（お知らせ） 

 
時下、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 
この度、標記研修会を下記のとおり開催致します。貴図書館よりご参加くださいますよう 
ご案内申し上げます。 
 

記 
 

２００５年度第２回研修会 
 
１．テーマ：大学図書館における危機管理 ～防災と問題利用者を中心に～ 
 
≪開催趣旨≫ 
最近図書館における危機管理に対する関心が高まってきています。危機管理は常に考えてお

かねばならないものですが、ここ数年、大学図書館にとってあらためて危機管理の必要性を強

く感じざるを得ない事件・事象が増えているように思います。しかし、必要性を切実に感じな

がらも、危機管理体制の強化に向けた一歩がなかなか踏み出しにくいのが実情ではないでしょ

うか？ 
今回の研修会では、はじめに基調講演において図書館における危機管理の問題を整理し、そ

の上で、幅広い危機管理の概念の中から二つのサブテ－マに焦点を当ててみたいと思います。 
まず最初に取り上げるのが「防災」というテ－マです。図書館という施設における防災体制

の基本について、防災の専門家として東京消防庁から講師をお招きします。また、各地で大き

な地震が頻発している状況を受けて、昨年新潟県中越地震で被災された長岡技術科学大学附属

図書館に事例報告をお願いしています。 
もうひとつのテ－マが「問題利用者」です。大学図書館の現場においては、利用者志向のサ

－ビスを充実させていくことが求められていますが、一方で問題利用者への対応に苦慮するケ

－スも多くなっています。これまで取り上げられることが少なかったこの問題について、現状

と課題を共有する場としてパネルディスカッションを企画しています。 
この研修会が、危機管理に対する理解・認識を深め、各大学での危機管理体制の強化を進め

るきっかけの一つになればと思います。 
多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

 
２． 期  日： ２００５年１１月１０日（木）～１１月１１日（金） 
 
３． 募集人員： ８０名（１大学１名を原則として、会場の席に余裕がある場合、各大学 
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の２番目の参加希望者を、館員数の多い大学から順に追加させ 
ていただきます。） 

４． 受 講 料： ５，０００円（懇親会費を含む）※受講料は当日ご持参ください。 
       なお、１１月４日（金）以降のキャンセルにつきましては、受講料をお支払い

いただきますので、予めご承知おきくださいますようお願いいたします。 
 
５． 会  場： 中央大学後楽園キャンパス新３号館３階小ホ－ル（講堂） 
        （東京都文京区春日１－１３－２７） 
 
６． 見  学： 中央大学図書館理工学部分館（自由見学） 
 
７． 内  容： 
第１日（１１月１０日） 

＊ 受 付  9：45～10：15

＊ 挨拶・オリエンテーション  10：15～10：30

 研修委員長挨拶 慶應義塾大学 三田メディアセンター課長  
  関  秀行 

 

＊ 基調講演： 「図書館における危機管理総論」 10：30～12：00

        国立国会図書館職員予定  
 
           ＜昼休み＞ ※図書館見学 12：00～14：00

 

＊ 講  演： 「図書館における防災の基本」 14：00～15：00

 東京消防庁 指導広報部広報課 報道係長 樋口 隆司 
 

           ＜休 憩＞ 15：00～15：20

 

＊ 講  演： 「長岡技術科学大学附属図書館における新潟県中越地震
の被害と復旧プロセス(仮題)」 

15：20～16：50

 長岡技術科学大学 学務部学術情報課 情報サ－ビス係 安原 明子 
                                   

＊ 懇 親 会： 会場：中央大学後楽園キャンパス5号館地下 
生協食堂（予定） 

17：00～18：30

 

第２日（１１月１１日） 

＊ 講  演： 「『問題利用者』の周辺」 10：00～11：30

 東京農業大学 教職・学術情報課程 教授 中野 捷三 
 

           ＜昼休み＞ 11：30～13：00

 

＊ 講  演： 「中央大学図書館における問題利用者（仮題）」 13：00～13：30

 中央大学図書館 閲覧課副課長 伊原 千秋 
 

＊ 講  演： 「公共図書館の問題利用者  
－つくば市立中央図書館の事例から」 

13：30～14：00

 つくば市立中央図書館長 吉田 昭 
 

           ＜休 憩＞ 14：00～14：30



 

＊ パネルディスカッション：  14：30～15：30

  「大学図書館は問題利用者にどう対応していくべきか？」 
  

【パネリスト】 中央大学図書館 閲覧課副課長 伊原 千秋 
 つくば市立中央図書館長 吉田 昭 
 東京農業大学 教職・学術情報課程 教授 中野 捷三 

（司会） 慶應義塾大学 湘南藤沢メディアセンター事務長 村上 篤太郎 
 
＊ まとめとアンケ－ト   15：30～15：40

 
 
８．参加申し込みと締切期日 

参加ご希望の方は「参加申込書」に図書館名・連絡先担当者名・E-mailアドレス・電話

番号・FAX番号・参加希望者名（２名以内）・担当業務、担当部署等をご記入の上、FAXで

お申し込み下さい。締切りは１０月２４日（月）です。なお、定員になり次第締め切らせ

て頂きますので、お早めにお申し込みください。定員超過でご辞退をお願いする方のみ、10

月 28 日（金）までに連絡先担当者宛にE-mailまたはFAXにてご連絡致します。

10 月 28 日（金）までにご連絡がいかない場合は、参加決定とさせていただきます。 

 

９. 名札 

 当日は名札用に名刺を１枚ご持参ください。 

 

１０.．昼食 
  昼食につきまして、会場内は飲食禁止となっておりますので飲食物の持ち込みはでき

ません。近くの飲食店をご利用くださるようご協力をお願いします。 
 
１１．その他 

２日目のパネルディスカッション「大学図書館は問題利用者にどう対応していくべき

か？」において、取り上げてほしい内容や質問がございましたら参加申込書の所定欄に

ご記入ください。（なおご質問、ご意見は当日会場においてもお受けする予定です。） 

 
 
  
 
 
 
 

申込先：国士舘大学附属図書館 私図協担当係 担当：木下 

〒154-8515 東京都世田谷区世田谷 4-28-1 

Fax:03-3411-2059 TEL：03-5481-5841（直通） E-mail：eastlib@kokushikan.ac.jp 

＊問い合わせについては、できるだけ E-mail でお願い致します。 

＊当日の緊急な連絡は下記までお願い致します。 

 中央大学図書館理工学部分館 03-3817-1976 
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